








要約 新生児マススクリーニングで発見されたクレチン症患者 5 例(重度甲状腺機能低下:

症例1,軽度低下:症例2～5)にMRI-CTスキャンを施行し,脳発達の形態学的な検討を行った。

1)橋・小脳部の MRI(T2 強調)像は,症例 1(生後 26 日)では Stricker らの分類の未発達な段

階に相当し,検査しえた症例2(生後20日),および症例5(生後33日)では発達の遅延はみら

れなかった。2)MRI(T2 強調)像による大脳白質・灰白質のコントラスト(髄鞘化の進展状況)

は,症例1(1歳 1ヵ月時),症例2(1歳 0ヵ月時),および症例3(O歳 11ヵ月時)でやや不良で

あったが,症例 4(1 歳 4 ヵ月時)では明瞭であった。しかし,症例 1,3 ではそれぞれ 2 歳 1

ヵ月時,1 歳 11 ヵ月時にはコントラストが明瞭になった。3)T2強調像では側脳室後角部の

後頭葉深部白質に高信号域を,症例 1(1 歳 1 ヵ月,2 歳 1 ヵ月時),症例 2(1 歳 0 ヵ月時),お

よび症例 3(11 カ月,1 歳 11 ヵ月時)に認め,髄鞘化の遅延が考えられたが,症例 4(1 歳 1 ヵ

月時)ではみられなかった。以上の結果から MRI による中枢神経系の解析は,クレチン症患

者の乳幼児期の脳発達程度およびその推移の判定指標として有用であると考えられる。 


